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平成 21 年 3 月期通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

    平成 20年 11月 14日に公表しました平成21年３月期通期の業績予想を以下のとお

り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

1．平成 21 年 3 月期通期（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

(1)単体業績予想の修正                                       （単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 35,700 △800 500

今回修正予想（Ｂ） 35,300 △4,100 △3,400

増減額（B－A） △400 △3,300 △3,900

増減率 △1.1 △412.5 △780.0

(ご参考)前期実績（平成20年3月期） 39,927 576 △424

(2)連結業績予想の修正                                       （単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 40,500 △1,300 800

今回修正予想（Ｂ） 40,200 △6,000 △3,300

増減額（B－A） △300 △4,700 △4,100

増減率 △0.7 △361.5       △512.5

(ご参考)前期実績（平成20年3月期） 45,865 1,115 158

  

２．業績予想修正の理由 

(1)単体業績 

   ① 第 3 四半期の預貸金増加と預貸金利ざやの拡大トレンドが継続される見込から、

資金利益は通期で255億円、コア業務純益は同57億円と前回予想をほぼ達成でき、

本業ベースにおいては堅調に推移するものと見ております。 

② 信用コストは、急速な景気減速を踏まえ下期の信用コストを保守的に前回予想比

15 億円追加し 40 億円と見込み、通期の信用コストを 47 億円といたしましたが、

当初予想比では 3億円、前年実績比では 26 億円下回っております。 

    ③ 一方、現下の株式市況を鑑み、下期の株式減損を前回予想に 22 億円追加し 32 億

円（平成 21 年 3 月末の日経平均株価を約 7千円程度）と見込み、通期の株式減損

を 50 億円としました。 

④ 当期純利益は、上記事由から通期で 34 億円の損失計上になると見ております。 

(2)連結業績 

連結の業績予想修正につきましては、主として単体の修正に伴うものでありま

す。 

 以上 


